
１　ある丘陵に位置する４地点Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄで，ボーリングによって地価の地質調査を行った。図１は，
地質調査を行ったときの各地点Ａ～Ｄの地層の重なり方を示した柱状図である。また，図２は，各地
点Ａ～Ｄの地図上の位置を示したものであり，地図中の曲線は等高線を表している。図１，２をもとに
して，あとの問いに答えなさい。ただし，地質調査を行ったこの地域の各地層は，ある傾きをもって
平行に積み重なっており，曲がったり，ずれたりせず，地層の逆転もないものとする。

問　　図２について，この地域の地層はある方角に低くなるように傾いている。どの方角に向かって低くなっ
ているか。最も適切なものを，次のア～カの中から一つ選び，その記号を書きなさい。

ア　東	 イ　西	 ウ　北	 エ　南	 オ　北西	 カ　南東
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２　乾湿計を用いて，次の気象観測を行った。これに関して，あとの問いに答えなさい。

観　測
⑴　図１に示す乾湿計を，地上 1.5mの高さで直射日光の当たらない場所に設置した。
⑵　4月 6日の 8時から 16時まで，2時間おきに乾球と湿球の示す温度を測定した。図２は，測
定した結果をまとめたグラフであり，表１は，湿度表の一部を示している。
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問　　観測の⑵で，４月６日の８時から 16時までの間の湿度はどのように変化したと考えられるか。その
変化を表したグラフとして最も適切なものを，次のア～エの中から一つ選び，その記号を書きなさい。

ア イ ウ エ



３　Ｔの字の形に切り抜いた黒い紙にトレーシングペーパーを
はり，図１のように，その黒い紙をつけた光源，焦点距離が
４㎝の凸レンズ，スクリーンを光学台に並べ，凸レンズによっ
てできる像について調べた。黒い紙から凸レンズまでの距離
を６㎝にして，スクリーンに像がはっきりと映ったときの，
凸レンズからスクリーンまでの距離をはかったところ，12㎝
だった。これに関して，あとの問いに答えなさい。

図１

光源

黒い紙

凸レンズ スクリーン

光学台

問　　図２は，スクリーンに像がはっきりと映ったときの，黒い紙，凸レンズ，スクリーンを真横から見
た場合の位置関係を表した模式図である。図２の，Ａ点から凸レンズに向かって進んだ光は，その後，
スクリーンまでどのように進むか。その光の道すじを，下の図にかき入れなさい。ただし，下の図の
１目盛は１㎝とする。また，光は凸レンズに入るときと出るときに屈折するが，作図のときは，凸レ
ンズの中心線上で曲がっているようにかくものとする。
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〈解答〉

１　イ

　図１と図２から，砂の層と石灰岩の層の境界部分の標高を調べると，標高 35mの地点Ａでは地表から
10mの位置にあるので，境界部分の標高は，35[m] － 10[m] ＝ 25[m] となる。同様に計算すると，地点Ｂ
では 30m，地点Ｃでは 25m，地点Ｄでは 30mとなる。南北方向に並んでいる地点Ａと地点Ｃは境界部分
の標高がともに 25m，地点Ｂと地点Ｄでも標高はともに 30mとなっていて，同じである。よって，この地
層は南北方向には傾いていない。東西方向に並んでいる地点Ａと地点Ｂは，地点Ａが 25m，地点Ｂが 30m
になっていて，地点Ｃと地点Ｄでも，地点Ｃが 25m，地点Ｄが 30mになっている。このことから，この地
層は，東西方向では西の方に向かって低くなっている。したがって，この地域の地層は西に向かって低くなっ
ている。

２　エ

　乾球と湿球の示度の差が大きくなるほど湿度は低くなるので，10時から 12時にかけて湿度は低くなり，
14時に一時湿度が高くなるが，16時にはまた湿度が低くなる。

３　

Ａ

　Ａ点から出たすべての光は凸レンズを通過後，１点に集まる。その，光が集まったところに像ができる。


